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「木の空間を次世代に継承する」
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平城宮いざない館 多目的室
1,000円 （事前申込・先着順）200名

場　所

参加費 定　員
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第一次大極殿院の復原について 建築家／
早稲田大学教授、NASCA代表

南門復原特別企画 講演会  第5回

お申し込み方法

当日スケジュール

189令和元
FAXまたはメールにて、代表者の氏名・電話番号・FAX番号・住所（市町村まで）・同伴者の氏名を明記の上、下記あてにお送りください。

（水）正午到着分まで

建築に木を活かす

おひとり様 2名様までお申し込みいただけます。
（事前申込・先着順　当日、席があれば当日受付可）

古谷誠章
Furuya Nobuaki 

1955年生まれ。早稲田大学理工学部建築学科卒業。
同大学院博士後期課程修了。早稲田大学助手、近畿
大学工学部講師を経て、1994年に早稲田大学助教授に
就任。1997年より現職（教授）。1986年から文化庁建築家
芸術家在外研究員としてスイスの建築家マリオ・ボッタ
の事務所に在籍。1994年に八木佐千子と共同してスタジオ
ナスカ(現 NASCA)を設立。日本建築学会作品選受賞
多数受賞。2007年に「茅野市民館」で日本建築学会賞
作品賞、日本建築学会作品選奨、日本建築家協会賞、
BCS賞などを受賞、2011年に日本芸術院賞受賞。

平城宮跡で進められる「南門復原」を支えるヒノキをはじめとする木材を切り口として、古（いにしえ）
から伝わる日本の「木の文化・営み」を見つめ直し、現代における価値やこれからの可能性を模索
する講演会。建築家・早稲田大学教授の古谷誠章氏に、現代建築における木の可能性を語って
いただくとともに、建築家の横関正人氏・三木万貴子氏と、技術や人材の継承も含め木の空間
をいかに次世代へと継承していくかについて対談いただきます。

第   回 南門復原特別公開　令和元年 秋 公開予定


